
CNA レポートジャパン 

 
 

CNA Report Japan Special Edition July 11th, 2005 
 http://cnar.jp 

1/5 

  

電話会議・テレビ会議・Web 会議専門ニュースレター 特別号   2005 年 7 月 11 日号  毎月 15 日・月末発行  

創刊 1999 年 12 月 8 日 発行/編集：橋本啓介 k@cnar.jp  Copyright 2005 Kay Office All rights reserved.

BCS Tokyo 2005                           

  
 BCS Tokyo 2005（Business Communications Summit）は、

テレビ会議、Ｗｅｂ会議、音声会議専門の展示会＆セミナ

ー。今週 7 月 14 日-15 日の 2 日間、東京都港区の財団法

人機械産業記念事業財団テピアにて開催される。 

 今年は、2001 年 7 月に第一回目のセミナーとして７社出

展で開催されて以来、第５回目の開催となった。一昨年の

13 社から昨年は 21 社、今年は 25 社の出展で、テレビ会議、

Ｗｅｂ会議、音声会議のメーカー、サービス提供事業者、関

連機器メーカー等が出展、最新のシステムやサービスが展

示される。 

 今年の BCS Tokyo 2005 の特長は、以下の通り。 

 

●国内外２５社の出展による最新の製品及びサービスの

展示（展示予定） 

  －テレビ会議システム 専用端末、ソフトウエア、MCU 

  －Web 会議システム 

  －音声会議システム 

  －テレビ会議、音声会議多地点サービス 

  －Web 会議 ASP サービス 

  －書画カメラ、エコーキャンセラー、マイクスピーカー 

  －その他関連製品及びサービス 

 

●リックテレコム主催 WirelessJapan と BCS Tokyo 2005

の共同企画（ＮＴＴコミュニケーションズ(株)、ウェブエック

ス・コミュニケーションズ・ジャパン（株）など協力） 

BCS 会場からテレビ電話とＷｅｂ会議で講演。 

 7 月 14 日 (木） 11:20～12:00 

 ワイヤレスが変えるビジュアルコミュニケーション活用 

～PC／ケータイ連携で「ビジュアル FMC」を展望する～ 

 日本大学商学部 教授 工学博士 

 ビジュアルコミュニケーション推進協議会・会長 

 児玉 充 氏 
 WirelessJapan 
http://www.ric.co.jp/expo/wj2005/index.html 
 

●事前登録者特典：来場者へ「会議システム（入門）ハン

ドブック」限定数無料進呈(編集協力：株式会社リクルート 

キーマンズネット（http://www.keyman.or.jp/）、企画：BCS 事

務局) 

－テレビ会議、Web 会議、音声会議の必要性、それぞれの

特徴と機能、導入のポイント、会議シ 

ステム製品及びサービス一覧表など基本の基本をおさえた

内容。A5 フルカラー１６ページ小冊子。 
(写真下：会議システム（入門）ハンドブック ) 

 

 

 

 

 

会議システム（入門）ハンドブック 目次 

会議システムの必要性・・３Ｐ、ビデオ会議・・６Ｐ、 Ｗｅｂ会

議・・１０Ｐ、音声会議・・１２Ｐ、会議システム製品分類一覧・・

１３Ｐ、まとめ（導入のポイント等）・・１４Ｐ 

 

●会議システム無料相談コーナー１４日、１５日午後１時～ 

午後５時半） 

 －名刺不要ですが、業種、職種などはお伺いいたします。 

 －会議システムヘビーユーザーと専門家が皆様の疑問、 

質問にお答えします。 

 －予約は不要です。直接会場にお越しください。 

 

7 月 14 日 13 時 － 17 時 30 分 相

談担当者 

株式会社エムストーン  

代表取締役 

藤原 祥隆（フジワラ ヨシタカ）氏 
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mailto:k@cnar.jp
http://cnar.jp
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7 月 15 日 13 時 － 17 時 30 分 相談担当者 

 

日本大学商学部・ 

大学院商学研究科  

教授 児玉 充（コダマ ミツル）氏 

 

 

 

 

 

●ゴールドスポンサー出展企業による製品サービス発表 

＜聴講無料＞ 

－ゴールドスポンサー出展企業１０社による発表。 

（14 日発表順、15 日の発表順は変わります） 

 

各社の発表タイトルは以下の通り。 

 

マクロメディア(株)  

「誰でも今すぐ使える、効果的で影響力のあるオンラインコ

ミュニケーションを実現する最新の Macromedia Breeze」 

   

ウェブエックス・コミュニケーションズ・ジャパン(株) 

 「いつでも・どこでも・誰とでも」WebEx は新しいコミュニケ

ーションの形を提案します。 

  

NTT コムウェア(株)  

企業の活動を支える Communication & Intelligence  

 

ＮＴＴアイティ(株)  

ユーザー事例で紹介する月額 2500 円 Web 会議 

「MeetingPlaza」 

  

Compunetix, Inc.／NTT アドバンステクノロジ（株） 

 IP 上でクリアなコミュニケーション 

音声を最大限にクリアにそしてレーテンシーを最小限にす

る VoIP 会議ブリッジ 

  

マクニカネットワークス(株)  

第 3 世代携帯、SIP 環境でのマルチメディア・ 

コミュニケーション  

 

トーメンサイバービジネス(株)／(株)アイピイネット  

「勝ち組企業に求められるコミュニケーション改革」  

～Visual Nexus を中心とした導入事例、フレッツフォン連携

を交えて～ 

  

ネットワンシステムズ(株)  

Click to Meet で提案する IP コミュニケーションの世界   

 

NTT ビズリンク(株)  

ブロードバンド時代のテレビ会議 

セキュリティと安定性、運用の多地点接続サービス 

  

ポリコムジャパン(株)  

さまざまなコミュニケーションツールをシームレスに統合する

ポリコムのユニファイドコラボレーティブコミュニケーション 

 

 

●国内外利用トレンド、ユーザー（７社予定）による利用事例

発表とパネルディスカッション 

（有料、昼食、飲み物付き） 

＜１４日午前、午後＞ 

 各発表者の発表概要については以下の通り。 

 

アメリカにおける会議システムの利用事例とトレンド 

（逐次通訳） 米 TeleSpan Publishing corporation   

社長 エリオット Ｍ ゴールド（ＢＣＳ共同主催者） 

アメリカでの利用事例について報告。 

－テレビ会議を使った救急医療、 

－Ｗｅｂ会議を使った効果的な消防活動、 

－保険会社でのＷｅｂ会議利用によるセールス活動の効率化 

－ヘリコプター整備での活用 

－加州法廷での電子ホワイトボードの活用 

－遺伝的免疫不全障害の子供がテレビ会議で教室の授業  

に参加、など。 

 

テレビ会議/Web 会議/音声会議の業務用ユーザーの 

最新動向  

株式会社シード・プランニング 

エレクトロニクス・IT チーム 2G リーダー 

主任研究員  原 健二氏 

－テレビ会議／Ｗｅｂ会議の動向 

概要／参入状況／製品動向／現状分析／市場動向 

－テレビ会議／Ｗｅｂ会議／音声会議の 

  ビジネス利用ユーザーの動向 

2004 年調査結果／2005 年調査結果 

テレビ会議／Ｗｅｂ会議／音声会議の利用状況、評価 

 

キーワードで紐解く、コミュニケーションツール入門 
BCS 事務局 企画アドバイザー 栢野 正典 
－会議システム（入門）ハンドブックに基づいて、テレビ会議、  

  Ｗｅｂ会議、音声会議、それぞれの概要と特徴などの説明 
 

遠隔セミナーを含む IT を活用した地域医療支援  

信州大学医学部附属病院 

医療情報部講師・副部長  

坂田 信裕 氏  （NTT アイティ協力） 

－地域医療の現状、ＩＴ利用 

http://cnar.jp
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－ネットワーク型会議システムの活用 

－新医師臨床研修における取り組み 

－ＩＣＴ利用臨床研修支援システム 

－遠隔セミナーシステムの構築、運用、利点、課題点 

 

インターネットの活用で経費削減と効率アップに挑戦！  

株式会社大塚商会 

企業通信システム営業部 サポート２課  

課長 佐藤 茂良 氏（ポリコムジャパン協力）  

－大塚商会でのテレビ会議システムへの取組み 

ＴＶ会議システム導入の歴史 

ＴＶ会議システム拡張の経緯 

－テレビ会議システム IP 化への挑戦 

社内第４次インフラ構築プロジェクト 

ＴＶ会議専用ネットワークの構築 

－導入効果とまとめ 

現在の活用状況と導入効果 

まとめ 

 

ビデオ会議システムの導入検討から構築／運用まで 

～顧客満足度の向上を目指した全国 70 拠点のビデオ 

会議ネットワーク～ 

ダイワボウ情報システム株式会社 

システム推進部 部長 嶋村 圭紀 氏 

（トーメンサイバービジネス協力） 

－導入の背景と目的 

－導入に向けての検討事項 

－ネットワークインフラの整備 

－複数拠点を結ぶ多地点接続 

－多地点ビデオ会議システム決定 

－導入スケジュール 

－システム構成イメージ 

－今後の展開（全事業所導入イメージ） 

 

コーチングにおける電話会議システムの導入事例 株式

会社コーチ・トゥエンティワン 

取締役副社長 桜井 一紀 氏 

（Compunetix/NTT アドバンステクノロジ協力） 

－コーチングとは 

－コーチングの３原則 

－電話会議を使った Coach Training Program 

  オンラインクラス  36 課程 

144 時間のプログラム 

1 クラスの定員は 20 名 

- 集合研修と電話会議によるグループコーチング 

- グループコーチングのプロセスと内容 

 

ものの見方の多様性を学ぶ遠隔授業 

～東洋大学の全学総合科目～ 

 東洋大学社会学部教授 

教務部長大島 尚 氏 

（ソニーマーケティング協力） 

－大学における教養教育の必要性 

－「遠隔授業」の位置づけ 

－４キャンパス双方向遠隔講義の実施、授業の特色 

－映像配信および録画設備 

－授業開始時の映像例、学生の質問など 

－学生の反応（授業形態と内容） 

 

アウトソーシングサービスにおける Web 会議システムの活用

事例  

コクヨビジネスサービス株式会社 

ＦＭアウトソーシング事業部 

吉田 賢司 氏 

(ウェブエックス・コミュニケーションズ・ジャパン協力） 

－Ｗｅｂ会議システムの導入の決め手 

－導入後の評価 よい点、課題点 

－Ｗｅｂ会議システム導入のポイント 

 

住友電装のグローバル TV 会議システムの活用について  

住友電装株式会社 

情報システム部担当部長 

田中 勝幸 氏（NTT ビズリンク協力） 

－住友電装グループのグローバルコミュニケーション 

ネットワーク 

－ＴＶ会議活用状況と活用促進の取組み 

 ＴＶ会議世界１００拠点 出張月４００人分削減 

－運用ルールマニュアル 

－ＴＶ会議のＩＰ化と海外拠点相互接続 

－海外拠点のＩＰ化ステップ 

－ＴＶ会議の監視強化 

－資料の共有（Ｗｅｂ会議導入） 

 

ユーザーパネルディスカッション  

パネルディスカッション  

モデレータ：日本大学商学部教授 児玉充氏  

サブモデレータ：株式会社富士キメラ総研  

        第三研究開発部門 C&N 研究室  

ディレクター 小田原 豊 氏  

パネリスト：ユーザー発表者 7 名予定  

 

●テクニカルトラックセッション 

 ＜１４日午前、午後＞（有料、昼食、飲み物付き） 

技術的な側面から会議システムを概観します。 

 

ITU-T H.300 シリーズ・システム標準化の最新動向  

早稲田大学大学院 理工学研究科 客員教授  

大久保 榮 氏  

http://cnar.jp
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TV 会議インフラとしてのインターネットの品質と信頼性  

インターナップ・ジャパン株式会社  

執行役 技術担当 カスタマーサービス部長  

高橋禎一 氏  

 

テレビ会議技術総論  

タンバーグ 技術担当マネージャ  

谷口 智則 氏  

 

H.323 における FW/NAT 越え概論  

トーメンサイバービジネス株式会社 

インターネットプロダクツ事業本部 

開発部 部長 田中 令治 氏 

  

エコーキャンセラー技術の紹介  

ＮＥＣエンジニアリング  

インターネットターミナル事業部  

第一ＩＴターミナル開発部 部長  

薄 克典 氏  

 

IMTC のご紹介と活動内容 

 （ＩＭＴＣボードメンバー：ソニー株式会社） 

ソニー株式会社 プロフェッショナルソリューションズ 

ネットワークカンパニーコミュニケーションシステム部門  

コミュニケーション商品戦略室 システム設計課  

統括課長 荻野 泰司 氏  

 

情報通信機器の相互接続性確保に向けて(H.323、SIP 等

の相互接続動向） 

 ・高呂 賢治氏 ＨＡＴＳ実施推進部会長 

（沖電気工業（株） NSC ネットワークシステム開発本部 

統括ゼネラルマネージャ）  

・和気 靖浩氏 ＨＡＴＳマルチメディア通信相互接続試験

実施連絡会主査 

（ＮＥＣエンジニアリング（株）インターネットターミナル事業

部 第二ＩＴソリューション開発部開発部長） 

  

SIP 概論  

沖電気工業株式会社 IP 電話普及推進センタ  

シニアエバンジェリスト 井坂 正純 氏  

 

ビデオ会議の最新技術動向  

John Antanaitis 氏 

米ポリコム プロダクトマーケティング 

シニアディレクター（逐次通訳） 

 

 

 

 

出展企業・協賛・後援                         
出展企業（ゴールドスポンサー） 

ウェブエックス・コミュニケーションズ・ジャパン（株）  

 ＮＴＴアイティ（株）  

 ＮＴＴコムウェア（株）  

 ＮＴＴビズリンク（株）  

 Compunetix, Inc.  

 トーメンサイバービジネス（株）／㈱アイピイネット  

 ネットワンシステムズ（株）  

 マクニカネットワークス（株）  

 マクロメディア（株）  

 ポリコムジャパン（株） 

 

 出展企業（シルバースポンサー） 

 NEC エンジニアリング（株）  

 NTT アドバンステクノロジ（株）  

 NTT コミュニケーションズ（株）  

 NTT 東日本（株）  

 ソニーマーケティング（株）  

 TANDBERG  

 （株）テリロジー  

 パイオニア（株）  

 （株）日立ハイテクノロジーズ   

 日本システムウエア（株）／VCON Ltd.  

 VTV ジャパン（株）／アエスラ  

 プレミアコンファレンシング株式会社  

 丸紅テレコム（株）  

 RADVISION Ltd.  

 （株）ヴォルフビジョン 

 

 協賛 

 インターナップ・ジャパン株式会社  

株式会社インターネットイニシアティブ 

 

 後援 

 IMTC 

 (株)シード・プランニング 

 (株)東洋経済新報社 

 HATS 推進会議 

 NPO 法人オープンソースでネットコミュニティを開拓する会   

 ビジュアルコミュニケーション推進協議会 

 (株)富士キメラ総研 

  

 後援大使館 

 イスラエル大使館経済部 

 オーストリア大使館商務部 

 米国大使館商務部 
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Business Communications Summit  
Tokyo 2005 (BCS Tokyo 2005) 
 
事前登録 http://www.bcs-tokyo.jp/ 
 

会期：2005 年 7/14(木）～7/15(金）10:00～17:30 
※有料セミナーは 14 日のみ開催(9:30～)  

主催：ビジネス・コミュニケーションズ・サミット実行委員会  

共催：TeleSpan Publishing Corporation  

(米 カリフォルニア州）  

BCS 事務局：  

事務局代表 ＣＮＡレポート編集長 橋本啓介 

運営担当：（有）ブランディング・コミュニケーションズ  

取締役 佐竹 幸洋 

企画アドバイザー：栢野 正典（個人参加） 

     TeleSpan Publishing Corp 

     社長 エリオットゴールド 

会場 青山テピア（財団法人 機械産業記念事業団） 

東京都港区北青山 2-8-44  http://www.tepia.or.jp  

 

 

 

実施内容 ■出展社の製品展示＆プレゼンテーションコーナ

ー（無料・事前登録制） 

  → 3Ｆエグジビジョンホール 

■有料セミナー（ジェネラルトラック・テクニカルトラック・事前

登録制） 

  → ジェネラルトラック： 4F TEPIA ホール、テクニカルトラ

ック：4Ｆ会議室 

【出展社数】 

  国内外の企業 25 社（出展社一覧へ） 

【出展社カテゴリー】 

1) ＴＶ会議・Ｗｅｂ会議・音声会議システムのメーカー  

2) 書画カメラ・モニター・マイクスピーカー等の会議システム

端末用機器メーカー  

3) Web 会議サーバー・ストリーミングサーバー等のベンダー

及び ASP サービス提供会社  

4) テレビ会議・音声会議・多地点接続サービス提供会社  

 

(CＮＡレポート・ジャパン 特集号 7 月 11 日号終わり。 次

通常号 Vol. 7 No.13 号は、 7 月 19 日発行を予定しておりま

す。) 

 

http://cnar.jp
http://www.bcs-tokyo.jp
http://www.tepia.or.jp
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